
 

工 事 名 ：観音地区下水道改築６－４１号工事  

工事場所：西区観音新町二丁目ほか４町 

 

 

積算参考資料 

 
 

（注）  

（この資料は、入札参加者の的確な見積りに資するため

に、発注者が用いた積算資料を参考として提示するもの

で、請負契約上拘束力を生じるものではなく、誤謬また

は契約後の条件変化による場合を除き、契約上の変更対

象となりません。）  

広島市下水道局施設部管路課  

 

 



 

 

積算参考資料 

（この資料は、入札参加者の的確な見積りに資するために、発注者が用いた積算資料を参

考として提示するもので、請負契約上拘束力を生じるものではなく、誤謬または契約後の

条件変化による場合を除き、契約上の変更対象となりません。） 

提 示 項 目 提  示  事  項 

 

週休２日関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見積単価 

 

 

 

「設計業務委託等技術者単価」及び「清掃技師、清掃作業員、管路調査技師、

管路調査助手、管路調査作業員、調査技師補、調査補助員」は労務費の補正対

象としない。 

 

令和６年８月１５日以降適用の「広島市週休２日工事等試行要領（土木工事）

（以下「要領」という。）別表 2 下水道工事市場単価の補正係数」取付管及び

ます設置工については、以下の本工事に適用した補正係数で算出する。 

 

〇要領(令和 6年 8月 15 日以降適用) の補正係数  

別表 2下水道工事市場単価の補正係数（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本工事に適用した補正係数    

別表 2下水道工事市場単価の補正係数（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

見積単価については、別添「見積単価一覧表」のとおり。単価は週休 2 日工事

の補正がかかる前の単価である。 

「見積単価一覧表」の資源区分『労務費』及び『機械賃料（2DaW）』は週休

名称 規格・使用 

補正係数 

週休２日 週休 2日交替制 

通期 月単位 通期 月単位 

取付管及び

ます設置工 

ます設置工 1.00 1.01 1.00 1.01 

取付管布設及び 

支管取付工 
1.01 1.02 1.01 1.02 

名称 規格・使用 

補正係数 

週休２日 週休 2日交替制 

通期 月単位 通期 月単位 

取付管及び

ます設置工 

ます設置工 1.01 1.02 1.01 1.02 

取付管布設及び 

支管取付工 
1.00 1.01 1.00 1.01 



 

 

 

 

 

殻運搬（人力

積込） 

 

 

諸経費関係 

 

 

 

スクラップ関

係 

 

 

安全対策関係 

 

 

モ ル タ ル 練

（1：2）の施

工単価につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取付管テレビ

カメラ搭載車

損料について 

2 日工事の補正がかかる単価である。それ以外の資源区分については、週休 2

日工事の補正がかからない単価である。 

 

殻運搬（人力積込）の積算方法は下記 URL に代価表の算出方法を掲載してい

ます。 

URL：https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/koukyoujigyou/399705.html 

 

 

【積算上の工種区分、施工地域・工事個所区分等】 

工種 施工地域・工事場所区分 その他補正 

下水道工事（４） 大都市（２） 別添１のとおり 

 

マンホール鉄蓋取替工のスクラップについては、全間接費の対象外としてい

る。 

 

 

交通誘導員は積算参考設計書のとおり見込んでいる。 

【人数は積算参考資料として提示、検査検収の対象外】 

 

以下の施工単価については、「モルタル練（1：2）」を使用している。 

・ モルタル上塗工（配合 1：2）  

・ 本管口仕上工＠（製管工法）  

・ マンホール底部仕上工＠（製管工法） 

「モルタル練（1：2）」については、土木工事標準積算基準書（令和４年

８月）第Ⅱ編 第４章 １）コンクリート工の「4-2 モルタル練（1 

：2）」を適用する。 

 なお、標準単価及び積算単価等の適用については、以下のとおりとする。 

項目 適用 

標準単価等 ・ 令和４年度 施工パッケージ型積算方式標準単価表 広島市 

・ 代表材料規格等の基準単価作成方法について（令和４年度

８月適用分） 

積算単価 ・ 該当する積算地区・積算年月 

 

取付管テレビカメラ搭載車の損料については、推進工事用機械器具等基

礎価格表（建設物価調査会、経済調査会）及び下水道維持管理積算要領（日

本下水道協会）に基づき算出している。 



 

 

（別紙） 

 

月単位の週休２日工事に係る積算について 

 

本工事は、月単位（４週間の期間内）で振替日の設定を行う「月単位の週休２日工事」

であるため、以下の方法で積算を行っている。 

 

「広島市週休２日工事等試行要領（土木工事）」により当初設計から月単位で４週８

休以上であった場合の補正係数を乗じている。 

なお、補正係数については以下のとおりとする。 

【労務費：１．０４】（設計業務委託等技術者単価は除く） 

【機械経費（賃料）：１．０２】 

【共通仮設費率：１．０３】 

【現場管理費率：１．０５】 

市場単価（港湾工事は除く） 試行要領の別表１、２参照 

土木工事標準単価   試行要領の別表３参照 

 

※ 月単位で４週８休に満たなかった場合、現場閉所状況に応じ、補正係数を減じ

た変更を行う。 

 

 

「週休２日交替制工事」の実施を希望する場合、契約締結後７日以内に、「週休２日

交替制工事」の実施を希望する旨を発注者に書面で提出すること。 

受理されれば、「広島市週休２日工事等試行要領（土木工事）」により「週休２日交

替制工事」の補正係数により変更を行う。 

なお、月単位の「週休２日交替制工事」補正係数については以下のとおりとする。 

【労務費：１．０４】（設計業務委託等技術者単価は除く） 

【現場管理費率：１．０３】 

市場単価（港湾工事は除く） 試行要領の別表１、２参照 

土木工事標準単価   試行要領の別表３参照 

 

※ 月単位で４週８休に満たなかった場合、休日の取得状況に応じ、補正係数を減

じた変更を行う。 



適用年版 管理費区分資源区分単価コード 単 価 摘 要単 位

見 積 単 価 一 覧 表
名 称

TA0001 清掃技師

人 R0610

労務費(2 全間接費の

昼１        27,580 DaW) 対象

TA0002 清掃技師

人 R0610

労務費(2 全間接費の

夜１        41,380 DaW) 対象

TA0003 清掃作業員

人 R0610

労務費(2 全間接費の

昼１        26,900 DaW) 対象

TA0004 清掃作業員

人 R0610

労務費(2 全間接費の

夜１        40,350 DaW) 対象

TA0005 管路調査技師

人 R0610

労務費(2 全間接費の

昼１        53,690 DaW) 対象

TA0006 管路調査技師

人 R0610

労務費(2 全間接費の

夜１        80,540 DaW) 対象

TA0007 管路調査助手

人 R0610

労務費(2 全間接費の

昼１        42,060 DaW) 対象

TA0008 管路調査助手

人 R0610

労務費(2 全間接費の

夜１        63,090 DaW) 対象

TA0009 管路調査作業員

人 R0610

労務費(2 全間接費の

昼１        23,370 DaW) 対象

TA0010 管路調査作業員

人 R0610

労務費(2 全間接費の

夜１        35,050 DaW) 対象

TA0011 調査技師補

人 R0610

労務費(2 全間接費の

昼１        42,060 DaW) 対象

TA0013 調査補助員

人 R0610

労務費(2 全間接費の

昼１        29,520 DaW) 対象

TA0030 超速強性モルタル

袋 R0610

材料単価 全間接費の

        4,700 対象

TA0031 表層材

袋 R0610

材料単価 全間接費の

CL         6,000 対象

TA0032 円形カッター

ｍ R0610

その他施 全間接費の

φ950mm           800 工単価等 対象

TA0033 特殊機械損料

日 R0610

機械損料 全間接費の

       15,340 対象

TA0034 人孔高さ調整ボルト

組 R0610

材料単価 全間接費の

        5,400 対象

-     -1 広島市



適用年版 管理費区分資源区分単価コード 単 価 摘 要単 位

見 積 単 価 一 覧 表
名 称

TA0035 エンジンコンプレッサー

日 R0610

機械損料 全間接費の

15PS ホースバンドブレーカー含む         6,570 対象

TA0045 無収縮モルタル用型枠

箇所 R0610

材料単価 全間接費の

          437 対象

TA0060 コンクリート夜間打設基礎料金

回 R0610

その他施 全間接費の

      100,000 工単価等 対象

TA0061 更生材料

ｍ R0610

材料単価 全間接費の

#80S         2,420 (更生材) 対象

TA0065 製管機時間当り器具損料

時間 R0610

機械損料 全間接費の

M-2型         7,440 対象

TA0066 製管機供用日当り器具損料

日 R0610

機械損料 全間接費の

M-2型        26,000 対象

TA0067 油圧ユニット時間当り器具損料

時間 R0610

機械損料 全間接費の

17kw         7,050 対象

TA0068 油圧ユニット供用日当り器具損料

日 R0610

機械損料 全間接費の

17kw        24,700 対象

TA0069 融着機損料

供用日 R0610

機械損料 全間接費の

       15,800 対象

TA0070 支保材損料 2m/セット

セット R0610

機械損料 全間接費の

D<1m         4,512 対象

TA0071 注入 鋼管パイプ

本・日 R0610

材料単価 全間接費の

50 2B50A            57 対象

TA0072 注入 ビクトリックジョイント

本・日 R0610

材料単価 全間接費の

φ50mm            14 対象

TA0074 エア抜き 塩ビボールバルブ

個 R0610

材料単価 全間接費の

φ40mm         9,000 対象

TA0075 注入 内部注入口

個 R0610

材料単価 全間接費の

        3,340 対象

TA0076 注入 T字管

個 R0610

材料単価 全間接費の

チーズφ50           840 対象

TA0077 工事用高圧洗浄機

日 R0610

機械損料 全間接費の

7.8MPa         1,440 対象

-     -2 広島市
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1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。

1No.
計

写　 図設 　計
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課　 長

図  示
係　 長

製図年月日

広島市下水道局施設部管路課
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観音地区下水道改築6-41号工事

R06 . 10
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1(20cm)



Ｎ

位　置　図 S=1/10,000

汚 水

施工箇所

横 断 図 S=1/100

① － ①

H=1/300
V=1/100

縦断面図

汚水平面図 S=1/300

Ｎ

1

1

観音新町四丁目 6

観音新町四丁目 10

(Ｉ

)

(Ｉ

)

(
Ｉ )

(－
)

(－

)

(－

)

(－

)

(－

)

◎400
［既設］

494

◎400
［既設］

494

494

◎400 ［管更生］56.65m 

S-2-2 

S-2-1 

Sφ800

Wφ100

Wφ300
Gφ165

Gφ165

取付部

削孔工

取付管

突出し

モルタル

等除去

木の根

侵　入

ﾊﾟｯｷﾝ

除 去
位　置

1(5cm)
－ －－S-2-1～S-2-2 － －

侵入水

処　理

追 加 距 離 〃

掘　削  深 〃

管　底　高 〃

土  被  り 〃

地　盤　高 〃

区  間  距  離 m

勾　　　　　配 ‰

管　　　　　径 mm

H=1/300

V
=
1
/
1
0
0

DL=0.00

5.00

10.00

15.00

5
6
.
6
5

0
.
0
0

8
.
1
7
0

8
.
0
8
0

3
.
5
2

3
.
4
5

1
2
.
0
9

1
1
.
9
3

56.65

1.6

SHP ◎400

494

49
4  ◎

40
0 
+8
.0
50
へ
流
出
[既

設
]

S-
2-
1 
１
号
マ
ン
ホ
ー
ル
[既

設
]

49
4  ◎

40
0 
+8
.1
80
が
流
入
[既

設
]

S-
2-
2 
１
号
マ
ン
ホ
ー
ル
[既

設
]

T-14

昼間施工

補助

K133132_4 S59 緊急度Ⅲ

更生工法 L=55.85m

自立管

0.40 0.40
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ン
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ー
ル
補
修
Ｂ
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掛
 N
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0］

Rφ1350

Gφ165

Wφ300
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Sφ800

Gφ165

既設管SHP◎400

自転車専用道路
（As） （As）

1180

13640

1300

227024807400

Rφ1350

［
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ン
ホ
ー
ル
補
修
Ｂ
 足

掛
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TP+10.00

As3-10

〔参考図〕

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。

2No.
計

写　 図設 　計

縮　尺

課　 長

図  示
係　 長

製図年月日

広島市下水道局施設部管路課

図

番

観音地区下水道改築6-41号工事

R06 . 10

－

副管部

削孔工

汚 水 実 施

合 流 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

凡　　　　　例

汚 水 既 設

桝不明取付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

外　　副　　管

内　　副　　管

1(20cm)
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10観音新町四丁目
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◎500(更生管)
［既設］
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削孔工

取付管
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等除去

木の根
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除 去
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－
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管　底　高 〃

土  被  り 〃
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T-25

昼間施工

補助

K134133_4 S55 緊急度Ⅲ

更生工法 L=51.70m

自立管又は複合管

0.35 0.35

T-25

昼間施工

補助

K134133_5 S55 緊急度Ⅲ

更生工法 L=39.30m

自立管又は複合管
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［
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Wφ150 Wφ150

Wφ300

Sφ800

Gφ169

Rφ1350

NTTφ60x2

NTTφ96x5

既設管SHP◎500

自転車専用道路
（As） （As）

500

R□500×700 Wφ150

Wφ300

Sφ800

Sφ1350

既設管SHP◎500

E 不明

5880

2080

32000

870

2480 6750

自転車専用道路
（As） （As）

3000

ゼブラゾーン

17690

TP+10.00

As5-5-9-10-10As5-5-9-10-10

〔参考図〕

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。

3No.
計

写　 図設 　計

縮　尺

課　 長

図  示
係　 長

製図年月日

広島市下水道局施設部管路課

図

番

観音地区下水道改築6-41号工事

R06 . 10

－

副管部

削孔工

汚 水 実 施

合 流 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

凡　　　　　例

汚 水 既 設

桝不明取付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

外　　副　　管

内　　副　　管

1(20cm)

5(5cm)

1(20cm)

As3-10
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位　置　図 S=1/10,000

汚 水

施工箇所

横 断 図 S=1/100

① － ①

H=1/300
V=1/100

縦断面図

汚水平面図 S=1/300
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1

1

9観音新町四丁目

6観音新町四丁目
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削孔工

取付管
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侵　入
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除 去
位　置

7(5cm)
－ －－S-4-1～S-3-1 － －

侵入水

処　理

VU 

追 加 距 離 〃

掘　削  深 〃

管　底　高 〃

土  被  り 〃

地　盤　高 〃

区  間  距  離 m

勾　　　　　配 ‰

管　　　　　径 mm
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0

DL=-1.00
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T-25
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補助

K134133_6 S55 緊急度Ⅲ

更生工法 L=65.15m

自立管又は複合管
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既設管SHP◎500

E 不明

1620

2080

23700
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2480 6750

自転車専用道路
（As） （As）

3000

ゼブラゾーン
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TP+10.00

(埋没)

As5-5-9-10-10

〔参考図〕

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。

4No.
計

写　 図設 　計

縮　尺

課　 長

図  示
係　 長

製図年月日

広島市下水道局施設部管路課

図

番

観音地区下水道改築6-41号工事

R06 . 10

－

副管部

削孔工

― ―

49
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2

汚 水 実 施

合 流 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

凡　　　　　例

汚 水 既 設

桝不明取付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

外　　副　　管

内　　副　　管

1(20cm)
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位　置　図 S=1/10,000

汚 水

施工箇所

横 断 図 S=1/100

① － ①

H=1/300
V=1/100

縦断面図

汚水平面図 S=1/300
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6観音新町四丁目
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〔参考図〕

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。
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製図年月日

広島市下水道局施設部管路課

図

番

観音地区下水道改築6-41号工事
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〔参考図〕

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。
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〔参考図〕
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2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。
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Gφ406

Wφ150

Eφ不明

取付部

削孔工

取付管

突出し

モルタル

等除去

木の根

侵　入

ﾊﾟｯｷﾝ

除 去
位　置
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－

－
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処　理

追 加 距 離 〃

掘　削  深 〃

管　底　高 〃

土  被  り 〃

地　盤　高 〃

区  間  距  離 m
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管　　　　　径 mm
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T-25

夜間施工

補助

K134136_35 S57 緊急度Ⅲ

更生工法 L=20.75m

自立管

0.40 0.40

T-14

夜間施工

補助

K134136_36 S55 緊急度Ⅲ

更生工法 L=16.20m

自立管

0.40 0.40

［
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ル
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修
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［
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ル
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修
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［
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ー
ル
補
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Ｂ
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掛
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Wφ150

Rφ1000

Gφ322 Eφ不明

既設管HP◎250

3210

30100

490

3700 22040700

2850

30080

730

3580 22010

Gφ114

Wφ150

Rφ1000

Gφ322

既設管HP◎250

700

Eφ不明

（As）

（As）（As）

（As）

（Co）

（Co）

TP+10.00

As3-10As3-10

〔参考図〕

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。

8No.
計

写　 図設 　計

縮　尺

課　 長

図  示
係　 長

製図年月日

広島市下水道局施設部管路課

図

番

観音地区下水道改築6-41号工事

R06 . 10

－

副管部

削孔工

汚 水 実 施

合 流 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

凡　　　　　例

汚 水 既 設

桝不明取付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

外　　副　　管

内　　副　　管

1(20cm)

As5-5-9-10-10



１３

１０．６０

３．５０

１０．５０

２．００

Ｎ

位　置　図 S=1/10,000

汚 水

施工箇所

横 断 図 S=1/100

① － ①

H=1/300
V=1/100

縦断面図

汚水平面図 S=1/300

Ｎ

2

2

1

1

15南観音五丁目 13南観音五六丁目
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Ｉ
)
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◎250 ［管更生］41.90m ◎250 ［管更生］36.90m 
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Rφ1200
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削孔工

取付管
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－ －

侵入水

処　理

追 加 距 離 〃

掘　削  深 〃

管　底　高 〃

土  被  り 〃

地　盤　高 〃

区  間  距  離 m

勾　　　　　配 ‰
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T-25

夜間施工

補助

K134136_38 S55 緊急度Ⅲ

更生工法 L=41.10m

自立管

0.40 0.40

T-25

夜間施工

補助

K134136_39 S55 緊急度Ⅲ

更生工法 L=36.10m

自立管

0.40 0.40
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3100

15890

320

3420 9710 2040700
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3140

16090
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3490 9760 2130

既設管HP◎250

700

（As）（As）

（As） （As）

（Co）

（Co）

TP+10.00

As3-10As3-10

〔参考図〕

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。
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計

写　 図設 　計

縮　尺

課　 長

図  示
係　 長

製図年月日

広島市下水道局施設部管路課

図
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汚 水 実 施

合 流 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

凡　　　　　例

汚 水 既 設

桝不明取付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

外　　副　　管

内　　副　　管

S-9-1～S-9-2

S-9-2～S-9-3

As5-5-10-15

1(20cm)

3(5cm)
1(20cm)
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位　置　図 S=1/10,000

雨 水

施工箇所

横 断 図 S=1/100

① － ①

H=1/300
V=1/100

縦断面図

雨水平面図 S=1/300
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夜間施工

補助

K134136_417 S56 緊急度Ⅲ

更生工法 L=43.70m

自立管
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T-25

夜間施工

補助
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〔参考図〕

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。

10No.
計

写　 図設 　計

縮　尺

課　 長

図  示
係　 長

製図年月日

広島市下水道局施設部管路課

図

番

観音地区下水道改築6-41号工事

R06 . 10

－

副管部

削孔工

雨 水 実 施

合 流 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

凡　　　　　例

汚 水 既 設

桝不明取付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

外　　副　　管

内　　副　　管

1(20cm)



２

５．００

８．３０

１１．２０

０．５０

５．００

Ｎ

位　置　図 S=1/10,000

雨 水

施工箇所
H=1/300
V=1/100

縦断面図

雨水平面図 S=1/300

Ｎ

T

観音新町二丁目 2

(Ｎ

) (Ｎ

)

(Ｎ) (Ｎ)

(
Ｎ )

(Ｉ

)

(Ｉ

)

(
Ｉ)

(
－ )

(－

)

(－

)

(＋)

横 断 図 S=1/100

① － ①

◎600
［既設］

266

◎600
［既設］

266

◎300
［既設］

262

◎350
［既設］

263

◎250
［既設］

266-2

266-2

263

◎250 ［管更生］31.00m 

◎350 ［管更生］40.90m 

R-11-2

R-11-4

R-11-1

R-11-3

Rφ2400

Sφ250

Sφ250

Wφ150

Wφ250

Nφ96x26

Nφ96x16

Nφ96x6

Gφ318

 φ 89×2
 φ114×1
 φ170×4
Eφ286×2

取付部

削孔工

取付管

突出し

モルタル

等除去

木の根

侵　入

ﾊﾟｯｷﾝ

除 去
位　置

2(5cm) －

2 －

－

－

－R-11-1～R-11-2

6

－

R-11-3～R-11-4

1

侵入水

処　理

H

VU

追 加 距 離 〃

掘　削  深 〃

管　底　高 〃

土  被  り 〃

地　盤　高 〃

区  間  距  離 m

勾　　　　　配 ‰

管　　　　　径 mm

H=1/300

V
=
1
/
1
0
0

DL=-1.00

5.00

10.00

3
1
.
0
0

0
.
0
0

8
.
9
7
0

8
.
8
3
0

1
.
2
7

1
.
4
2

1
0
.
4
9

1
0
.
5
0

31.00

4.5

HP ◎250

266-2

26
6  ◎

60
0 
+7
.2
70
が
流
入
[既

設
]

R-
11
-2
 ２

号
マ
ン
ホ
ー
ル
[既

設
]

26
6-
2  ◎

25
0(
更
生
管
) 
+8
.8
30
へ
流
出
[既

設
]

R-
11
-1
 １

号
マ
ン
ホ
ー
ル
[既

設
]

T-25

夜間施工

補助

K135135_403 S59 緊急度Ⅲ

更生工法 L=30.10m

自立管

0.40 0.50

4
0
.
9
0

0
.
0
0

8
.
7
5
0

8
.
4
7
0

1
.
5
9

1
.
7
8

1
0
.
6
9

1
0
.
6
0

40.90

6.8

HP ◎350

263

26
2  ◎

(更
生
管
)3
00
 +
8.
80
0が

流
入
[既

設
]

R-
11
-4
 １

号
マ
ン
ホ
ー
ル
[既

設
]

26
3  ◎

35
0(
更
生
管
) 
+8
.4
70
へ
流
出
[既

設
]

R-
11
-3
 １

号
マ
ン
ホ
ー
ル
[既

設
]

T-25

夜間施工

補助

K135135_447 S56 緊急度Ⅲ

更生工法 L=40.10m

自立管

0.40 0.40

［
マ
ン
ホ
ー
ル
補
修
Ｂ
 足

掛
 N
=5
］

［
マ
ン
ホ
ー
ル
補
修
Ｂ
 足

掛
 N
=4
］

26
6  ◎

60
0(
更
生
管
) 
+6
.0
20
が
流
出
[既

設
]

1

1

910

24840

3770

468011000 8460

 φ 89×2
 φ114×1
 φ170×4
Eφ286×2

NTTφ96x6

NTTφ96x16

Rφ2400

Sφ250

Rφ600

NTTφ96x2

Gφ318

Wφ250

Sφ3000

Sφ250

Wφ150

700

既設管HP◎350

既設管HP◎250

610 7860

－

Sφ3000

HP250

TTTTTT

TP+10.00

As5-5-9-10-10 As3-10

〔参考図〕

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。

11No.
計

写　 図設 　計

縮　尺

課　 長

図  示
係　 長

製図年月日

広島市下水道局施設部管路課

図

番

観音地区下水道改築6-41号工事

R06 . 10

－

副管部

削孔工

－

雨 水 実 施

合 流 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

凡　　　　　例

汚 水 既 設

桝不明取付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

外　　副　　管

内　　副　　管

1(20cm)

3(5cm)
1(20cm)

As5-5-9-10-10



Ｎ

位　置　図 S=1/10,000

雨 水

施工箇所

横 断 図 S=1/100

① － ①

H=1/300
V=1/100

縦断面図

雨水平面図 S=1/300

Ｎ

Ｎ

T

T

VU

1

1

2

2

2観音新町二丁目 14南観音七丁目

(Ｎ)
(Ｎ) (Ｎ)

(Ｎ)

(Ｎ)

(Ｉ)

(Ｉ)

(
Ｉ
)

(
Ｉ

)

(
Ｉ

)

(Ｉ)(Ｉ

)

(Ｉ)

(
Ｉ
)

(
－
)

(－

)

(
－)

(Ｎ)

(
Ｎ)

(
－

）

(－)
(－）

(＋)

(＋)

(＋)

(＋)

◎600
［既設］

266

◎250
［既設］

266-2
◎600

［既設］
266

◎
300

［
既
設
］

267-1

◎
60
0

［
既
設
］

26
8

◎
30
0

［
既
設
］

23
6

◎350
［既設］

237

266-1

237

◎250 ［管更生］
◎350 ［管更生］32.70m 

R-12-4

R-12-2

R-12-3

R-12-1

21.40m 
Sφ250

Sφ250

Sφ250

R
1
9
0
0
／

1
7
0
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×

9
0
0

Sφ250

Rφ3000

Nφ96x2
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 φ114×1
 φ170×4
Eφ286×2
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Eφ286×2

Nφ96x9
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Gφ322
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Wφ150
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 φ 89×8
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Eφ230×4

Eφ不明

取付部

削孔工

取付管

突出し

モルタル

等除去

木の根

侵　入

ﾊﾟｯｷﾝ

除 去
位　置

3(5cm) －

2 － －

－

－

1
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3

2

R-12-1～R-12-2 －
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処　理
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追 加 距 離 〃

掘　削  深 〃

管　底　高 〃

土  被  り 〃

地　盤　高 〃

区  間  距  離 m
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]

T-25

夜間施工

補助

K135135_404 S59 緊急度Ⅲ

更生工法 L=20.30m
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入
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設
]

R-
12
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 １

号
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ー
ル
[既

設
]

23
7  ◎
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0 
+8
.2
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へ
流
出
[既

設
]
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-1
 １

号
マ
ン
ホ
ー
ル
[既

設
]

T-25

夜間施工

補助

K135135_466 S57 緊急度Ⅲ

更生工法 L=31.90m

自立管

0.40 0.40

［
マ
ン
ホ
ー
ル
補
修
Ａ
 T
-2
5］

［
マ
ン
ホ
ー
ル
補
修
Ｂ
 足

掛
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=1
5］

［
マ
ン
ホ
ー
ル
補
修
Ａ
 T
-2
5］

［
マ
ン
ホ
ー
ル
補
修
Ａ
 T
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5］

26
8  ◎

60
0(
更
生
管
) 
+5
.1
90
へ
流
出
[既

設
]

9830

30080

440

34701540 10270

Gφ322

 φ 89×8
 φ174×10
Eφ230×4 Eφ不明

Sφ250

Wφ150
既設管HP◎350

700

② － ②

7460

30100

12780

4710 20250

Wφ150

Sφ250

Gφ322

Sφ350
Wφ250

Gφ318

Rφ3000

NTTφ96x2

Rφ600

Sφ250

Rφ2400

既設管HP◎250

Rφ2400

26
6  ◎

60
0 
+5
.8
70
へ
流
出
[既

設
]

TT

TP+10.00 TP+10.00

As5-5-9-10-10 As5-5-9-10-10

〔参考図〕

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。

12No.
計

写　 図設 　計

縮　尺

課　 長

図  示
係　 長

製図年月日

広島市下水道局施設部管路課

図

番

観音地区下水道改築6-41号工事

R06 . 10

－

副管部

削孔工

－

(開閉不可)

雨 水 実 施

合 流 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

凡　　　　　例

汚 水 既 設

桝不明取付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

外　　副　　管

内　　副　　管

1(20cm)

1(20cm)
2(5cm)
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自立管又は複合管

T-25

夜間施工

K135135_461 S56 緊急度Ⅲ

As5-5-9-10-10

0.35 更生工法 L=41.25m 0.60

補助

10550

10050 500

3500

7050

2260

180
3200 120

3000

[管更生]

R-13-1～ R-13-2 3 2 2(20cm) ― ― ― ―

観音新町2丁目 4 観音新町2丁目 1
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ン
ホ
ー
ル
補
修
B 
足
掛
 N
=8
]

(I)

(-) (-)

(
-
)

(I)

(I
)

(N)

(N)

(N)

(N)

(N)

(+) (+)

雨 水 平 面 図S=1/300 横 断 図S=1/100

縦 断 図 V=1/100
H=1/300

S=1/5,000位　　置　　図

位　　置

① - ①

〔参考図〕

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。
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縮　尺
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広島市下水道局施設部管路課
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TP+10.00
雨 水 実 施

合 流 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

凡　　　　　例

汚 水 既 設

桝不明取付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

外　　副　　管

内　　副　　管

3(40cm)
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夜間施工

補助

K135136_464 S52 緊急度Ⅲ

更生工法 L=29.55m

自立管又は複合管
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〔参考図〕

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。
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－

副管部

削孔工

雨 水 実 施

合 流 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

凡　　　　　例

汚 水 既 設

桝不明取付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

外　　副　　管

内　　副　　管

1(20cm)

As5-5-9-10-10
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幼稚園

教西寺

西念寺

南観音
第一公園

テニスコート
観音高校 テニスコ｜ト

観音高校

（建設中）

（建設中）
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観音高等学校
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観音本町第一公園
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0.4

0.7
やわらぎ第二保育園

やわらぎ第二保育園

0.5

4.9
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第六公園
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0.8

0.5

4.7

4.7

4.9

大野マンション
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〔参考図〕

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。

※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。

※ 縮尺はＡ１出力時を示す。
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雨 水 実 施

合 流 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

凡　　　　　例

汚 水 既 設

桝不明取付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

外　　副　　管

内　　副　　管



マンホール補修工

斜壁ブロック〔既設〕

路盤復旧材

マンホール鉄蓋 受枠共

表層材

※調整高が100㎜を超える場合は、調整リングを使用する。

標準型
（円形工法）

（マンホール鉄蓋取替工）

S=1:20マンホール補修A

鉄
蓋

高

1
1
0

調
整

高

〔参考図〕
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縮　尺
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製図年月日

広島市下水道局施設部管路課
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後付けタイプ足掛金物仕様

Ａ Ａ

Ａ-Ａ詳細図

・足掛金物の設置ピッチは30cmを基本とする。
・足掛り部表面は、すべり止め加工を施す。

・先端部には、脱落抜け防止（ネジ切り、ボルト止め）加工を施す。
・足掛り部の出は、13cm以上を基本とする。

　また、腐食防止のため樹脂部分を2cm以上埋込む。
・躯体へは5cm以上埋込む。
・エポキシ等により完全に固定する。

寸　法

取付方法

被覆樹脂

芯　材

材　質
材　質

φ19mm以上

ポリプロピレン樹脂と同等品以上
SUS 304

SUS304

ポリプロピレン樹脂被覆

芯材　φ19mm以上

270mm以上

300mm以上

5
0
m
m
以

上

樹
脂

部
分

を

2
0
m
m
以

上
埋

込
み

1
3
0
～

1
5
0
m
m
以

上

足掛金物詳細図 S=1:5

マンホール補修Ｂ

（後付けタイプ）

斜壁ブロック〔既設〕

無収縮モルタル

マンホール鉄蓋 受枠共

表層材

鉄
蓋

高

1
1
0

調
整

高

0
～

1
9
9

舗
装

厚
分

嵩
上

げ

調整リング

※オーバーレイ箇所は舗装厚分嵩上げとし、調整リングを使用する。

（オーバーレイ舗装部）

タイプⅡ
（開削工法）

　歩車道境界ブロック構造図

図面No.

4

5

6

8

9

12

14

15

マンホールNo.

S-4-1

S-5-1

R-6-2

S-8-2

S-8-3

S-9-1

S-9-2

R-12-1

R-12-3

R-12-4

R-14-2

R-15-1

R-15-2

マンホール補修Aタイプ

タイプⅠ

タイプⅠ

標準

タイプⅡ

標準

標準

標準

標準

標準

標準

標準

標準

標準

調整リング(mm)

150×2

100×1

100×1

100×1

150×1

　－　

100×2

150×3

100×2　150×2

鉄蓋種別

T-25

T-25

T-25

T-14

T-25

T-14

T-25

T-25

T-25

T-25

T-14

T-14

T-14

タイプ1
（開削工法）

復旧範囲 1400

復
旧

範
囲

 
1
4
0
0

8
2
0

（打撃式は不可）
緊結部材

掘
削

範
囲

 
1
2
0
0

掘削範囲 1200

円形カッター切断等

（打撃式は不可）
緊結部材

φ820

150×2

　－　

150×1

　－　

200 130

700

1
5
0

2
0
0

5
0

1
0

6
0

1
0
0

4
2
0

2
5
0

(180×205×250×600)

敷モルタル

コンクリート

1
0
0

580

5050 480

50

σck=18N/㎟

7%

歩車道境界ブロック[再利用]

基礎砕石(RC-40)

320

掘削範囲 1070

270

L
型

側
溝

撤
去

復
旧

工
 
L
=
2
.
0
m

200

掘
削

範
囲

 
2
0
0
0

φ
8
2
0

600
150

本
復

旧
範

囲
 
2
2
0
0

本復旧範囲 1170

130

As5-5-9-10-10

As3-10

既設構造物（コンクリート）

(650×500×400)


